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安心・便利な

口座振替を

ご利用ください。

●
固
定
資
産
税　
　

…
第
３
期

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

…
第
３
期

9月の納税9月の納税

P. 2　まちのできごと

P. 4　健康カレンダー

P.11　介護保険ガイド

P.13　役場からのお知らせ

P.19　くろしお協力隊がゆく！

P.19　IWKTV番組予定表

P.20　まちの掲示板

P.22　イベントカレンダー

P.24　くろしおっ子を紹介します！

主な内容 わがまちデータわがまちデータ
●人　口　11,980人（前月比27人減）

●世帯数　5,642世帯

●15歳未満の年少人口　1,061人（比率8.86％）

●65歳以上の老齢人口　4,770人（比率39.82％）

●人口のうごき

　増加 29人　出生3人　       転入26人　　 職権1人

　減少 56人　死亡26人　    転出29人　　 職権1人

2015（平成27）年7月31日現在2015（平成27）年7月31日現在

【女4人】【男13人  女13人】 【男11人  女18人】 【女1人】

【男5,678人  女6,302人】

【男561人  女500人】

【男1,971人  女2,799人】

【男2人  女1人】 【男12人  女14人】

夏といえばやっぱり花火ですね。皆さんは何回見ましたか？黒潮町、その周辺でも毎週末、花火が上がっていましたね。
写真はシーサイドギャラリーの花火です。黒潮町でのイベント、お祭りの様子は2ページ（表紙裏）をご覧ください。
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

第
14
回 

あ
つ
ま
れ
魂
拓
人

シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
０
１
５

イベントを主催した森秀一さ
ん。「先祖が今まで残してきた
いろいろな差別や偏見を、自
分たちが責任を持って無くし
ていくことを目標としてはじ
めた魂拓人。これからも佐賀
の一大イベントとして続けて
いきたいです。」

写真上　リンボーダンスに地元の若者が大
接戦。応援にも熱が入っていました。

写真下　和太鼓ユニット「絆」による迫力の
演奏。

　
８
月
１
日
、
佐
賀
の
黒
潮
一
番
館
前

で
「
第

１４
回
　
あ
つ
ま
れ
魂
拓
人
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
気
温

３４
度
を
超
え
る
炎
天
下
の
中
、

和
太
鼓「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
〜
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｕ
Ｒ
Ａ
〜
」

に
よ
る
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。「
ル
ア
ナ

と
楽
し
い
仲
間
た
ち
」
に
よ
る
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
ス
タ
ッ
フ
も
一
緒
に
参
加
し
た

人
権
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、
恒
例
の
リ
ン

ボ
ー
ダ
ン
ス
と
楽
し
い
企
画
が
続
き
、

ス
タ
ー
ト
時
は
少
し
ま
ば
ら
だ
っ
た
観

客
も
気
付
け
ば
会
場
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
総
勢

３０
人
の「
幡
多
舞
人
」

に
よ
る
よ
さ
こ
い
踊
り
。
関
西
か
ら
参

加
し
た
和
太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト
「
絆
」
に
よ

る
演
奏
で
は
、
会
場
全
体
が
迫
力
あ
る

太
鼓
の
音
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
抽
選
会
で
少
し
ゆ
っ
く
り

し
た
時
間
の
後
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
で

も
あ
る
森
秀
一
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
。
長
年

バ
ン
ド
活
動
を
続
け
て
き
た
キ
ャ
リ
ア

の
演
奏
と
歌
声
に
観
客
は
魅
了
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
最
後
は
花
火
が
上
が
り
、

大
盛
況
の
中
終
了
し
ま
し
た
。

　
８
月
に
な
る
と
毎
週
末
、
ど
こ
か
で

お
祭
り
が
あ
り
ま
す
ね
。

１５
日
は
入
野

の
浜
で
「
シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
開
催
。
黒
潮
町
で
は
１
番
大
き
な
花

火
大
会
と
あ
っ
て
、
屋
台
も
た
く
さ
ん

並
び
、
町
内
外
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方

が
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
少
し
涼

し
く
な
り
始
め
る
夕
方
６
時
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
講
師
・
山
元
彩

乃
さ
ん
に
よ
る
砂
浜
ヨ
ガ
。
砂
浜
で
す

る
ヨ
ガ
は
潮
風
や
波
の
音
で
自
然
と
一

体
に
な
れ
、
と
て
も
気
持
ち
良
さ
そ
う

で
し
た
。

 　
そ
の
後
は
、「
あ
つ
ま
れ
魂
拓
人
」
で

も
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
た「
ル

ア
ナ
と
楽
し
い
仲
間
た
ち
」
が
海
を
バ

ッ
ク
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
少
し
暗

く
な
り
始
め
て
か
ら
恒
例
の
盆
踊
り
大

会
。
最
初
は
踊
り
子
な
ど
数
人
の
人
だ

っ
た
の
が
、
暗
く
な
る
に
つ
れ
や
ぐ
ら

の
周
り
に
人
が
集
ま
り
、
最
後
に
は
１

０
０
人
を
超
え
る
大
き
な
円
が
で
き
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。
踊
り
の
途
中
で
、

高
知
県
防
災
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ゆ
う
ど

う
く
ん
、
じ
し
ん
ま
ん
な
ど
４
体
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
も
加
わ
り
、
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
し
た
。

　
お
祭
り
の
最
後
の
花
火
は
例
年
よ
り

４０
分
ほ
ど
早
い
８
時
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
約
５
０
０
発

３０
分
の
花
火
と
聞
く

と
小
規
模
な
印
象
で
す
が
、
会
場
か
ら

見
え
る
花
火
は
迫
力
が
あ
り
、
夏
の
夜

空
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

こ
ん

た
く

と
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

第
12
回
上
林
暁
忌
短
歌
大
会

全
国
か
ら
の
応
募
作
品
93
首

第
9
回
黒
潮
町
小
学
生
俳
句
大
会

災
害
時
は
船
で
救
援
物
資
を
輸
送

海
難
救
済
会
な
ど
が
海
上
訓
練

 
７
月

２４
日
、
上
林
暁
顕
彰
会
、
上
林

暁
文
学
館
、
大
方
短
歌
会
主
催
の
短
歌

大
会
が
行
わ
れ
、
約

６０
人
が
参
加
。

 
産
経
新
聞
な
ど
の
歌
選
者
も
務
め
る

歌
人
の
小
島
ゆ
か
り
先
生
が
「
歌
を
楽

し
む
」
と
題
し
て
講
演
。
そ
の
後
、
幡

多
郡
を
中
心
に
寄
せ
ら
れ
た

９３
首
の
中

か
ら
特
選
３
首
、
植
田
馨
賞
１
首
、
秀

作
５
首
を
選
び
、
表
彰
し
ま
し
た
。

　
秀
作
以
上
は
左
記
の
と
お
り
。

　
７
月

２９
日
大
方
あ
か
つ
き
館
に
て
、

う
た
の
道
つ
く
り
の
会
に
よ
る
、
小
学

校
俳
句
大
会
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。本
大
会
は
平
成

２１
年
か
ら
始
ま
り
、

今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
初
夏
を
テ

ー
マ
と
し
た
作
品
を
町
内
の
上
川
口
小

学
校
、
田
ノ
口
小
学
校
、
佐
賀
小
学
校

で
募
集
し
、

６５
人
の
児
童
か
ら
１
４
９

句
の
俳
句
が
集
ま
り
ま
し
た
。
表
彰
式

に
来
た
子
ど
も
た
ち
は
、
会
長
の
宮
川

昭
男
さ
ん
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
俳
句
の

評
価
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
、表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
宮
川
会
長
は
「
こ
の
大
会
は
黒
潮
町

の
子
ど
も
た
ち
の
感
性
が
豊
か
に
育
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
。

９
回
続
け
た
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
す

ば
ら
し
い
句
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
入
野
漁
港
で
、
７
月

２８
日
、
大
規
模

災
害
時
の
救
援
物
資
輸
送
訓
練
と
、
海

難
救
助
訓
練
を
開
催
。
高
知
県
、
高
知

県
水
難
救
済
会
幡
東
救
難
所
、
大
方
遊

漁
船
主
会
、
黒
潮
町
、
四
万
十
市
、
中

村
警
察
署
、
黒
潮
消
防
署
、
土
佐
清
水

海
上
保
安
署
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
救
援
物
資
輸
送
訓
練
で
は
、
南
海
ト

ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
と
津
波

に
よ
り
、
県
沿
岸
の
交
通
経
路
が
寸
断

さ
れ
た
と
想
定
。
沖
合
の
巡
視
船
か
ら

漁
船
に
物
資
を
積
み
込
み
ま
し
た
。

 
海
難
救
助
訓
練
で
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ
船
が
浮
遊
物
に
接
触
し
、

衝
撃
で
乗
客
３
人
が
海
へ
転
落
し
た
と

想
定
。
別
の
漁
船
で
漂
流
者
を
救
助
し
、

港
か
ら
救
急
車
で
搬
送
し
ま
し
た
。

参加者は、友だちや他の学校の人の俳句を興
味津々に聞いていました。

沖に停泊した海上保安署の巡視船から、毛布や
水などのダンボールを受け取る漁船。

◆
入
賞
作
品（
選
者
・
小
島
ゆ
か
り
先
生
）

【
特
選
】

梅
雨
雲
の
広
が
る
け
ふ
の
一
人
旅〈
世
界
は
一
冊
の
本
〉

を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
　
　
 

高
知
市
　
入
交
　
芳
子

考
え
て
も
考
え
て
も
子
よ
変
わ
ら
ぬ
ぞ
ほ
っ
と
け
ほ
っ

と
け
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
　
 
 

黒
潮
町
　
藤
近
　
容
子

草
の
穂
は
草
の
穂
と
し
て
そ
よ
ぎ
を
り
　
国
民
の
た
め

と
い
ふ
こ
と
ば
嘘
　
　
　
 
 

黒
潮
町
　
小
橋
芙
沙
世

【
植
田
馨
賞
】

死
ぬ
こ
と
を
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
と
囁
い
て
媼
百
歳
ふ
ふ
ふ

と
笑
う
　
　
　
　
　
　
　
 
 

香
南
市
　
竹
村
　
廣
子

【
秀
作
】

お
ば
あ
ち
や
ん
助
け
て
と
言
ふ
乾
燥
機
ま
あ
あ
ん
た
か

ね
丸
ま
り
て
ゐ
き
　
　
 
 

　
香
美
市
　
町
　
　
耿
子

う
ぶ
す
な
の
森
の
落
葉
の
か
さ
こ
そ
と
命
の
う
ご
く
赤

手
蟹
う
ご
く
　
　
 
 

　
土
佐
清
水
市
　
福
富
奈
加
子

シ
ャ
ガ
ー
ル
の
空
飛
ぶ
男
と
女
に
は
と
ぶ
ほ
ど
の
理
き

っ
と
あ
る
べ
し
　
　
　
 
 

　
高
知
市
　
柿
内
　
光
彦

白
き
指
き
ゆ
き
ゆ
つ
と
鳴
ら
し
渚
ゆ
く
青
春
の
日
の
ま

ば
ゆ
き
中
を
　
　
　
 
 

　
　
南
国
市
　
前
川
　
竜
女

七
色
に
変
は
る
車
軸
の
観
覧
車
月
を
従
へ
夕
日
見
送
る

 
香
美
市
　
古
川
　
安
子
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健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

9
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行

事
予
定
で
す
。
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

9月 場　　　所 時　　　間内　　　容

16日（水） 大方中央保育所 （受付）13：00～13：30乳 児 健 診

17日（木） 上川口浦集会所 10：30～13：00上川口浦ふれあいサロン

18日（金） 下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00下田の口ふれあいサロン

24日（木） 芝集会所 10：00～12：00芝 ふ れ あ い サ ロ ン

25日（金） 田野浦集会所 10：00～12：00田野浦ふれあいサロン

28日（月） 伊田浦老人憩の家 9：30～12：00伊田ふれあいサロン

29日（火） 鞭老人憩の家 9：30～12：00鞭 ふ れ あ い サ ロ ン

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

13日（火） 錦野集会所 10：00～12：00錦野ふれあいサロン

14日（水） 蜷川健康支援センター 9：30～12：00蜷川ふれあいサロン

15日（木） 早咲集会所 10：00～12：00早咲ふれあいサロン

1日（木）
浮津集落センター 9：30～12：00浮津ふれあいサロン

灘集会所 10：00～11：00灘 健 康 相 談

5日（月）
奥湊川老人憩の家 10：00～12：00奥 湊 川 健 康 相 談

出口集会所 10：00～12：00出口ふれあいサロン

大方地域

9月 場　　　所 時　　　間内　　　容

17日（木） 漁民センター 9：30～11：00漁民ふれあいサロン

18日（金） 総合センター ※随時マンモグラフィ検診・子宮頸がん

24日（木） 伊与喜集会所 10：00～13：00伊与喜ふれあいサロン

28日（月） 佐賀保育所 9：30～11：00愛 育 相 談

30日（水） 坂折集会所 9：30～11：00坂折ふれあいサロン

10月 場　　　所 時　　　間内　　　容

14日（水） 総合センター （受付）13：00～13：30乳 児 ・ ３ 歳 児 健 診

5日（月） 市野々川集会所 9：30～13：00市野々川ふれあいサロン

15日（木） 総合センター 9：30～13：00佐賀ふれあいサロン

8日（木）
上分集会所 9：30～13：00上分ふれあいサロン

市野瀬集会所 13：30～14：30市 野 瀬 健 康 相 談

佐賀地域

※マンモグラフィ検診・子宮頸がん検診の受付時間は個別にお知らせします。

 
黒
潮
町
で
は
、
８
月
か
ら
乳
が
ん
・

子
宮
頸
が
ん
検
診（
集
団
検
診
）が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

 
平
成

２７
年
度
の
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
対
象
者
に
は
、

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
を
発
送
し
て
い
ま
す

が
、も
う
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　「
平
日
に
仕
事
の
都
合
が
つ
か
な
い
」

な
ど
で
受
診
を
あ
き
ら
め
て
い
た
方
で

も
、
土
日
に
個
別
検
診
が
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
都
合

の
よ
い
日
程
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
診
に
際
し
て
は
ク
ー
ポ
ン

券
と
受
診
票
が
必
要
で
す
。
受
診
で
き

る
医
療
機
関
名
は
、
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
個
別
検
診
は
、
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
以

外
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
対
象
者
の
皆
さ
ん
へ

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
対
象
者
の
皆
さ
ん
へ

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
対
象
者
の
皆
さ
ん
へ
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佐
賀
中
学
校

『
人
間
を
大
事
に
』

〜
自
他
と
も
に

大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
〜

校
長
　
谷
　
範
浩

りよだ校学

◆
は
じ
め
に

　
本
校
は
『
人
間
を
大
事
に
』
を

学
校
教
育
目
標
と
し
、「
人
権
・

同
和
」
教
育
を
根
底
に
据
え
、
い

じ
め
や
差
別
を
許
さ
な
い
人
と
し

て
の
生
き
方
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

全
校
生
徒

８１
人
で
、
日
々
の
授
業

や
部
活
動
、
さ
ら
に
生
徒
会
活
動

や
学
校
行
事
に
と
、
全
校
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
は
、『
佐
中
祭
』
が
始
ま
っ

て
１５
周
年
に
な
り
ま
す
。
す
っ
か

り
地
域
の
行
事
と
し
て
定
着
し
、

毎
年
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も

昨
年
同
様
、
雨
の
中
で
し
た
が
、

６
月

２７
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
、
役
割
を
分
担

し
、
３
年
生
を
中
心
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
店
舗
で
活
躍
し
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、部

活
動
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
店
舗
や

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
和
太
鼓
・
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

も
あ
り
、
佐
中
祭
を
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

【
基
礎
学
力
の
定
着
と
充
実
】

◆
授
業
改
善
と
家
庭
学
習

　
本
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
特
別

支
援
教
育
を
柱
に
し
た
学
校
づ
く

り
指
定
事
業
を
受
け
、
校
内
研
究

テ
ー
マ
を
『
「
自
ら
学
ぶ
力
」
を
育

て
る
指
導
方
法
の
研
究
〜
考
え
、

か
か
わ
り
、
つ
な
が
り
、
高
ま
る

〜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
基

づ
い
た
授
業
づ
く
り
を
通
し
て
〜
』

と
し
て
、「
基
礎
学
力
の
定
着
と

充
実
」
お
よ
び
「
仲
間
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
た
め
に
、「
学
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」・「
仲
間
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
２
部
会
を
中

心
に
校
内
研
修
を
充
実
さ
せ
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
下
の
表
は
、
本
年
度
実
施
し
た

標
準
学
力
調
査
に
お
け
る
佐
賀
中

学
校
の
学
力
の
状
況
で
す
。
３
年

生
は
、
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

を
実
施
し
た
関
係
で
、
英
語
と
社

会
の
み
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
年

生
は
、
理
科
が
全
国
平
均
を
下
回

っ
た
も
の
の
、
各
教
科
と
も
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
２
年

生
は
、
国
語
・
数
学
・
英
語
が
全

国
平
均
を
上
回
り
、
社
会
と
理
科

が
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
・
２
年
生
と
も
数
学
の
伸
び
が

顕
著
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
３
年
生

は
、
英
語
が
全
国
平
均
を
上
回
っ

た
も
の
の
社
会
科
は
わ
ず
か
に
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
学
年
や
教
科
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
基
礎

学
力
の
定
着
を
図
り
、
学
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
々
の
授

業
の
充
実
と
家
庭
学
習
を
定
着
さ

せ
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
形
成
テ
ス
ト（
授
業

始
め
の
５
分
間
テ
ス
ト
）を
導
入

し
た
授
業
づ
く
り
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
取
り
組
み
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
ン
ズ

（
パ
ソ
コ
ン
教
材
）の
活
用
や
、ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
全
生
徒
に
配
布

し
、
授
業
で
活
用
し
な
が
ら
、だ

れ
も
が
「
わ
か
る
、
で
き
る
」
授

業
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
仲
間
づ
く
り
】

◆
生
徒
会
活
動
や

　
　
　
学
校
行
事
を
通
し
て

　
本
校
で
は
、
授
業
だ
け
で
な
く

生
徒
会
活
動
・
部
活
動
や
学
校
行

事
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
本
校

の
３
大
行
事
と
い
え
る
の
が
、「
佐

中
祭
」「
運
動
会
」「
人
権
集
会
」

に
な
り
ま
す
。

　
生
徒
会
執
行
部
や
３
年
生
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み

な
が
ら
、『
自

他
と
も
に
大

切
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
』

よ
う
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

【
防
災
教
育
】

　
本
年
度
も
、
地
震
・
津
波
か
ら

命
を
守
る
防
災
教
育
を
積
極
的
に

推
進
し
、
自
ら
の
命
を
守
る
た
め

に
「
主
体
的
に
行
動
し
、
正
し
く

判
断
で
き
る
力
」
を
育
て
る
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
教
育
の
目
標
を
「
人
間
を

大
事
に
す
る
」
と
し
、
防
災
学
習

を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
参

観
日
に
保
護
者
と
一
緒
に
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
り
、
保
育
所
・
小

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、今
後
も

学
校
と
家
庭
・
地
域
と
と
も
に
、

命
と
生
活
を
自
ら
守
る
た
め
の
防

災
教
育
の
充
実
を
、
よ
り
一
層
図

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

標準学力調査結果（全国を1とする）

国語

1.11 1.19 0.93

1.03

1年

2年 0.88

0.99

1.18 0.94

社会 数学 理科

1.02

3年

1.27

1.09

英語
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◆
は
じ
め
に

　
本
年
度
は
、
３
人
の
新
入
生
を

迎
え
、
全
児
童
数

１６
人
、
完
全
複

式
の
３
学
級
編
成
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
本
校
は
、
三
方
山
や
伊
与
木
川

な
ど
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
６
地
区

か
ら
な
り
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

は
と
て
も
温
か
く
、
学
校
を
支
え

て
く
れ
ま
す
。
地
域
の
協
力
を
も

と
に
、
多
く
の
学
校
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
が
三
位
一
体
と
な

っ
て
進
ん
で
い
る
学
校
で
す
。
　

　
　

◆
学
校
経
営
理
念

　
昨
年
度
か
ら
、
３
年
間
を
見
通

し
た
「
学
校
経
営
計
画
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
校

は
複
式
・
小
規
模
校
の
特
色
を
最

大
限
に
生
か
し
、
学
校
教
育
目
標

「
心
豊
か
に
学
び
合
い
、
高
め
合

う
児
童
の
育
成
」
を
柱
に
、
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児

童
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
主
人
公
」
を
常
に

念
頭
に
置
き
、
児
童
の
実
態
に
即

し
た
き
め
細
か
い
指
導
を
行
い
、

一
人
ひ
と
り
に
力
を
付
け
て
い
き

ま
す
。
具
体
的
な
実
践
の
柱
と
な

る
の
が
校
内
研
修
で
す
。

◆
校
内
研
修
の
取
り
組
み

　
研
究
主
題
を「
主
体
的
に
学
び
、

共
に
高
め
合
う
児
童
を
め
ざ
し
て

〜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
授

業
づ
く
り
を
通
し
て
〜
」
と
設
定

し
、
校
内
研
修
を
実
施
し
て
、
私

た
ち
教
職
員
の
指
導
力
と
子
ど
も

た
ち
の
学
力
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

１
、
複
式
教
育
の
充
実

　
本
校
の
特
色
で
あ
る
複
式
学
級

で
は
、
２
つ
の
学
年
が
同
じ
教
室

で
同
時
間
に
学
習
を
行
う
た
め
に
、

教
師
が
片
方
の
学
年
か
ら
も
う
片

方
の
学
年
へ
移
動
す
る
と
い
う「
わ

た
り
」
を
使
っ
て
指
導
を
し
て
い

き
ま
す
。
教
師
が
直
接
子
ど
も
と

か
か
わ
る
「
直
接
指
導
」
と
、
教

師
が
片
方
の
学
年
と
関
わ
っ
て
い

る
と
き
に
自
分
た
ち
で
学
び
合
う

「
間
接
指
導
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
大
事
な
の
が
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
た
ち
だ
け
で
、
あ
る
い
は

１
人
で
き
ち
ん
と
学
習
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
の
が
、
間
接
指
導
の

時
の
子
ど
も
同
士
の
主
体
的
な
学

び
合
い
で
す
。
話
し
合
い
や
練
り

合
い
、
ま
と
め
な
ど
、
学
習
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
意
見
を
発
表
し
合

い
、
思
考
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
か
ら「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
」
を
取
り
入
れ
た
授

業
作
り
も
進
め
て
い
ま
す
。
学
習

環
境
、
学
習
形
態
、
支
援
の
あ
り

方
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
で
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が「
わ
か
る
」

「
で
き
る
」
よ
う
に
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

２
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
学
力
の

向
上

　「
読
み
・
書
き
・
計
算
」の
力
は
、

学
校
教
育
の
中
で
、
必
ず
身
に
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
礎
的
・

基
本
的
な
力
で
す
。
本
校
で
も
漢

字
の
定
着
、
音
読
、
計
算
練
習
を
、

授
業
の
中
、
家
庭
学
習
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
学
習
の
中
に
位
置
づ
け
、
繰

り
返
し
学
習
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
次
の
表
は
、
４
月
に
行
わ
れ
た

標
準
学
力
テ
ス
ト（
２
〜
５
年
）の

全
体
的
な
結
果
で
す
。
こ
の
デ
ー

タ
の
中
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
課
題

が
多
く
見
え
て
き
ま
し
た
。
計
算

力
の
不
確
か
さ
、
問
題
文
も
含
め

た
文
章
読
解
力
の
弱
さ
な
ど
…
。

　
子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
デ
ー
タ

で
表
せ
る
も
の
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
少
し
で
も

課
題
を
解
決
で
き

る
よ
う
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
の
特
徴

と
し
て
、「
放
課
後

学
習
」が
あ
り
ま
す
。

学
習
支
援
員
が
週

４
日
、
帰
り
の
会

終
了
後
か
ら
下
校

ま
で
復
習
を
中
心
に
指
導
し
て
い

ま
す
。
算
数
を
中
心
に
そ
の
日
習

っ
た
こ
と
は
確
実
に
、
そ
の
日
の

う
ち
に
理
解
定
着
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　
　
　

　
ま
た
、
読
書
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
朝
読
書
、
昼
読
書
、

読
書
量
の
設
定
、
家
庭
読
書
の
充

実
、
読
書
環
境
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
校
長
室（
第

２
図
書
館
）や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
隣

（
第
３
図
書
館
）を
整
備
し
、
子
ど

も
た
ち
が
今
ま
で
以
上
に
読
書
に

親
し
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

３
、
心
の
教
育
の
充
実

　
授
業
の
中
で
、
共
に
認
め
合
い

支
え
合
え
る
場
を
設
定
し
、
子
ど

も
た
ち
の
自
尊
感
情
を
高
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
い

さ
つ
や
返
事
の
徹
底
、「
あ
り
が

と
う
」
や
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
が
素

直
に
言
え
る
よ
う
な
子
ど
も
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

◆
伊
与
喜
家
の
子
ど
も
た
ち

　
伊
与
喜
家（
伊
与
喜
の
住
民
）の

子
ど
も
た
ち
の
朝
は
早
く
、
７
時

半
ご
ろ
に
は
も
う
み
ん
な
学
校
に

来
て
い
ま
す
。「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」「
〇
〇
先
生
、さ
よ
う
な

ら
」
と
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
日
、

学
校
に
来
た
時
帰
る
時
、職
員
室

の
前
で
礼
儀
正
し
く
あ
い
さ
つ
し

て
く
れ
ま
す
。
少
な
い
人
数
で
す

が
、
掃
除
や
作
業
も
一
生
懸
命
し

ま
す
。
上
級
生
が
下
級
生
に
と
て

も
優
し
く
し
て
い
ま
す
。「
先
生

あ
の
ね
…
」
と
、
よ
く
話
し
か
け

て
き
ま
す
。
そ
ん
な
か
わ
い
い
伊

与
喜
家
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

伊
与
喜
小
学
校

校
長
　
饌
田
　
俊
二

りよだ校学

『
心
豊
か
に
学
び
合
い
高
め
合
う

児
童
の
育
成
』を
め
ざ
し
て

１・２年生の授業

放課後教室授業風景

第２図書館の様子

標準学力調査結果（全国を1とする）

国語

0.99 0.91

算数 理科

0.93
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　「
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
」は
、

地
震
で
被
災
し
た
建
物
に
つ
い
て
、
余

震
で
倒
壊
す
る
な
ど
の
危
険
性
が
あ
る

か
ど
う
か
を
判
定
し
て
表
示
を
行
う
も

の
で
す
。
　
　

　
国
や
地
方
公
共
団
体
、
建
築
関
係
団

体
な
ど
が
連
携
し
、
被
災
地
域
に
判
定

士
を
派
遣
し
て
行
い
ま
す
。

　
大
き
な
地
震
が
起
き
る
と
建
物
は
少

な
か
ら
ず
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
倒
壊
は

免
れ
て
い
て
も
地
震
に
対
す
る
強
さ
が

弱
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
き
な
地
震
の
後
に
は
数
回
の
余
震
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
弱
く
な
っ
た
建
物

は
、
余
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
り
部
材

が
落
下
し
た
り
し
て
人
的
被
害
を
起
こ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
被
災
者

が
そ
の
ま
ま
家
に
い
て
い
い
の
か
、
避

難
所
に
避
難
し
た
方
が
い
い
の
か
な
ど

を
判
断
す
る
た
め
に
、
救
命
・
救
急
・

消
防
活
動
と
並
行
し
て
で
き
る
だ
け
速

く
応
急
危
険
度
判
定
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
地
震
発
生
後
の
建
物
の
判
定

に
は
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
判
定
の
目
的
や
基
準
が
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

■
被
災
度
区
分
判
定

　
建
物
の
復
旧
対
策
を
検
討
す
る
目
的

で
、
応
急
危
険
度
判
定
後
に
建
物
の
被

災
度
を
詳
細
に
判
定
す
る
も
の
。

■
住
家
被
害
認
定

　
「
り
災
証
明
書
」
を
発
行
す
る
目
的

で
被
害
程
度
を
認
定
す
る
も
の
。

　
ま
た
、
建
物
と
同
様
に
、
造
成
さ
れ

た
宅
地
に
対
し
て
も
災
害
時
の
応
急
対

策
と
し
て
危
険
度
を
判
定
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
被
災
宅
地
危
険
度
判
定
　

　
地
震
や
降
雨
な
ど
に
よ
る
宅
地
災
害

が
広
範
囲
に
発
生
し
た
後
に
、
二
次
災

害
を
防
ぐ
目
的
で
被
害
の
状
況
を
把
握

し
て
宅
地
の
危
険
度
を
判
定
す
る
も
の
。

※
降
雨
災
害
に
も
対
応
す
る
と
こ
ろ
が

建
物
の
応
急
危
険
度
判
定
と
違
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
判
定
の
た
め
の
調
査
の
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
111

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
課
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

ご
存
じ
で
す
か
？

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定

（緑）

この建物は使用可能です。 この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください。

この建物に立ち入ることは
危険です。

（黄） （赤）

↓被災建築物応急危険度判定の例
判定結果は3種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。ステッカーはそれぞれA3サイズです。
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健

知

袋

康

恵

　
９
月

１０
日
〜

１６
日
は
、「
自
殺
予
防

週
間
」で
す
。

　
高
知
県
は
、
人
口

１０
万
人
あ
た
り
の

自
殺
死
亡
率
が
全
国
平
均
よ
り
も
高
く

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
自
分

に
は
関
係
な
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
殺
予
防
の
主

役
で
す
。
自
殺
を
考
え
る
ほ
ど
追
い
つ

め
ら
れ
て
い
る
人
に
気
づ
き
、
支
え
合

う
こ
と
が
自
殺
を
防
ぐ
第
１
歩
と
な
り

ま
す
。

【
心
の
不
調
の
サ
イ
ン
】

○
う
つ
症
状
が
見
ら
れ
る

　
感
情
面

　
・
気
分
が
沈
む
・
涙
も
ろ
く
な
る

　
・
不
安
・
自
分
を
責
め
る

　
・
死
に
た
く
な
る

　
意
欲
面

　
・
や
る
気
が
で
な
い
・
集
中
力
、
行

動
力
、
決
断
力
、
記
憶
力
の
低
下

　
・
趣
味
、
関
心
が
な
く
な
る

【
体
の
不
調
の
サ
イ
ン
】

○
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

　（
う
つ
病
の
身
体
症
状
）

・
不
眠
・
食
欲
不
振
・
体
重
減
少

・
全
身
の
倦
怠
感
・
頭
痛
・
耳
鳴
り

・
め
ま
い
・
吐
き
気
・
味
覚
異
常

・
腹
痛
・
便
秘
・
下
痢
・
性
欲
減
退

○
重
い
病
気
に
か
か
る

自
分
や
家
族
の
病
気
の
た
め
に
生
活

が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
。

【
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
サ
イ
ン
】

○
酒
量
が
増
す

　
眠
れ
な
い
と
言
っ
て
酒
量
が
増
え
る
。

【
死
に
つ
な
が
る
サ
イ
ン
】

○
自
殺
を
口
に
す
る

「
自
分
が
い
る
と
迷
惑
を
か
け
る
」「
死

に
た
い
」
な
ど
と
も
ら
す
。

○
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

【
社
会
生
活
上
の
サ
イ
ン
】

○
生
活
の
安
全
や
心
身
の
健
康
を
保
て

な
く
な
る

・
失
業
、
離
婚
、
い
じ
め
、
暴
力
、

虐
待
な
ど
で
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
し

て
い
る
。

・
自
己
管
理
の
放
棄（
生
命
維
持
に

関
わ
る
よ
う
な
治
療
を
自
己
判
断

で
勝
手
に
や
め
る
）

・
危
険
な
行
為
や
自
暴
自
棄
な
行
動

を
と
る
。

○
仕
事
の
負
担
が
過
重
で
あ
る
、
ま
た

は
仕
事
で
失
敗
を
よ
く
す
る
。

・
遅
刻
や
早
退
、
休
み
が
多
く
な
る
。

・
仕
事
の
能
率
が
低
下
し
、
ミ
ス
が

多
く
な
る
。

・
仕
事
中
、
た
め
息
ば
か
り
つ
く
。

○
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ

な
い

　
・
職
場
や
家
庭
に
居
場
所
が
な
い
。

　
・
生
活
上
の
困
難
が
増
し
た
。

○
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の（
職
、

地
位
、
家
族
、
財
産
）を
失
う

　
・
身
近
な
人
が
亡
く
な
る
。

　
・
大
切
な
も
の
を
失
う
体
験
を
し
た
。

◆
子
ど
も
・
青
少
年

　
子
ど
も
の
心
は
思
春
期
を
迎
え
る
と

大
き
く
揺
れ
動
き
ま
す
。
自
分
の
心
を

う
ま
く
表
現
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結

果
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
時
は

子
ど
も
の
心
に
共
感
・
理
解
し
、
子
ど

も
の
意
向
を
受
け
止
め
る
よ
う
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
危
険
な
サ
イ
ン
が
あ

ら
わ
れ
た
時
は
家
庭
内
で
問
題
を
抱
え

込
ま
ず
早
め
に
学
校
や
相
談
機
関
に
相

談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
中
・
壮
年
者

　
近
年
の
経
済
不
況
に
伴
う
リ
ス
ト
ラ
・

経
営
苦
か
ら
中
・
壮
年
者
の
自
殺
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
真
面
目
な
人
や
、
仕
事
に
対
し
熱
心

な
人
ほ
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で

う
つ
病
な
ど
の
精
神
的
な
病
に
陥
り
や

す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
サ
イ
ン
が
あ
ら
わ
れ
た
時
は
、
休
息

を
取
る
こ
と
の
必
要
性
を
伝
え
ま
し
ょ

う
。
ま
た
周
囲
の
人
は
仕
事
や
家
事
の

負
担
を
軽
く
し
て
あ
げ
る
よ
う
努
め
ま

し
ょ
う
。

◆
高
齢
者

　
加
齢
に
よ
る
体
力
の
低
下
や
、
身
近

な
方
と
の
死
別
に
よ
り
、
家
族
や
社
会

と
の
交
流
が
減
少
し
が
ち
で
す
。
そ
の

た
め
、
社
会
か
ら
の
孤
立
を
感
じ
や
す

く
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
う
つ
病
な
ど

の
精
神
的
な
病
に
な
る
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。
気
に
な
る
高
齢
者
が
い
た
ら

相
談
機
関
へ
連
絡
す
る
な
ど
し
て
地
域

全
体
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

あ
な
た
の「
気
づ
き
」を

待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

心
と
体
が
発
す
る
危
険
な
サ
イ
ン

心
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
へ
の
対
応
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

○お問い合わせ・届出【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（課直通）
　　　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112（課直通）

～ 国保の届出はお済みですか？ ～
■ 次のようなときは、14日以内に必ず役場に届け出てください。

こんなとき 必要なもの

国保に加入
している方

1 他の市区町村から転入してきたとき 他の市区町村の転出証明書、印かん

9 町内で住所が変わったとき

保険証、印かん

本人であることを証明するもの（使えな
くなった保険証や運転免許証）、印かん

13 修学のため、他の市区町村に転出するとき 保険証、在学証明書など、印かん

10 世帯主や氏名が変わったとき

11 世帯を分けたり、一緒にしたとき

1 職場の健康保険などが切れたとき
職場の健康保険でなくなった証明書、
印かん

2
職場の健康保険などの被扶養者からはず
れたとき

被扶養者でなくなった証明書、印
かん

5 子どもが生まれたとき 保険証、母子健康手帳、印かん

1 生活保護を終了し、国保に加入するとき 保護廃止決定通知書、印かん

3 外国籍の人が国保に加入するとき 在留カード

4 外国籍の人が国保を脱退するとき 在留カード、保険証

2 他の市区町村に転出するとき 保険証、印かん

3 職場の健康保険などに入ったとき 国保と職場の健康保険の両方の保
険証（後者が未交付のときは加入し
たことを証明するもの）、印かん4

職場の健康保険などの被扶養者になった
とき

6 死亡したとき 保険証、死亡を証明するもの、印かん

7 生活保護を開始するとき 保険証、保護開始決定通知書、印かん

8
一定以上の障がいにより後期高齢者医療
保険に加入したとき

12
保険証をなくしたときや、汚れて使えな
くなったとき

障害者手帳、印かん

2
退職後他の市区町村から転入し、国保に
加入するとき

他の市区町村の転出証明書、印かん

他の健康保
険に加入し
ている方

そ　の　他

①国保の資格喪失後に黒潮町国保の保険証を使って医療機関で受診した場合は、保険分の医療
費を町に返還する必要があります。返還後は、次に加入した保険者に申請すればかかった医
療費を請求できます。

②75歳の誕生日を迎え、新たに後期高齢者医療の対象と
なった方は届出の必要はありません。

③トラブルを防ぐためにも、上記にあてはまる時は、早め
の手続きをお願いします。
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介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（課直通）

住宅改修費の支給について
介護保険広報シリーズ　イド介護保険介護保険介護保険 ガ

　要介護（要支援）の認定を受けた方が、住まいの環境を整備することにより、暮らしの安全性を高め、
体への負担を軽減するとともに、「できない」ことが「できる」ようになり、心身の状態が改善されるよう
促すことを目的としています。自宅内への手すりの取り付けや、段差解消など、小規模な改修（上限20
万円）を行ったとき、改修費用（上限20万円）の9割（8割）を支給する制度です。（事前申請が必要です。）
　【例】10万円の改修を行った場合、9万円（8万円）は介護保険から支給、1万円（2万円）は自己負担です。

■ 住宅改修費の支給は、自宅でのよりよい暮らしのための制度です

●住宅改修は『事前申請』が必要です
　支給を受ける場合、ケアマネジャーに相談し、住宅改修の工事をする前に理由書・見積書・見取り
図・写真などの必要書類を添付して町に申請し、改修内容の審査を受ける必要があります。
　町が要介護（要支援）認定者の心身の状況や住宅の状況などから、改修が必要と認めた場合に限り、
住宅改修費を支給します。

●一定の所得がある方の自己負担割合は2割になります
平成27年8月より一定の所得がある方について、介護サービス利用時の自己負担割合が2割となって
おります。住宅改修においても同様の負担割合となりますのでご留意ください。自己負担割合は、お
手元の自己負担割合証（薄紫色・はがきサイズ）をご確認ください。

●住宅改修費の支給対象となる改修　
工 事 の 種 類 内 容 の 例

※上記以外の住宅改修や新築などは対象外です。
※改修できる住宅は介護保険証の住所地に限られます。

② 段差の解消
・廊下、便所、浴室、玄関など各室間の床の段差の解消
・玄関から道路までの通路などの段差や傾斜の解消

① 手すりの取り付け
・廊下、階段、便所、浴室、玄関、玄関から道路までの通路などへの手す
りの取り付け

⑥ その他①～⑤の改修に伴って
必要となる工事

・手すり取り付けのための壁の下地補強工事
・便器の取り替えに伴う給排水設備工事（水洗化への工事は除く）など

⑤ 便器の取り替え� ・和式便器を洋式便器へ取り替え

④ 扉の取り替え ・開き戸を引き戸・折戸・アコーディオンカーテンなどに取り替え
・扉の撤去・ドアノブの変更・戸車の設置など

③ 床材や通路面の変更
・畳から板製床材、ビニール床材などへの変更
・浴室床材を滑りにくい床材へ変更
・通路面を滑りにくい舗装材へ変更

112
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

10月5日
マイナンバー制度スタート！

10月5日
マイナンバー制度スタート！

10月5日
マイナンバー制度スタート！

10月5日
マイナンバー制度スタート！

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

マイナンバーは、「社会保障」「税」「防災」などの行政手続きに必要な、
国民1人ひとりに割り当てられる12桁の番号です。

○平成27年10月以降、国民の皆さん1人ひとりの住民票の住所へ「通知カード」により、
マイナンバー（個人番号）が通知されます。

【通知カード】　の12桁の番号（個人番号）が「マイナンバー」です。
　　　　　　　通知カードは、10月以降、　の住民票の住所に送ります。

表面 裏面

1

1
2

2
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

東日本大震災による被災者、ドメスティック・バイオレンス（DV）、
ストーカー行為、児童虐待などの被害者の方などで、住民票を残し
て別の場所にお住まいの方や、長期の入院・入所が見込まれる方へ

転入、居所登録、交付申請などの手続きをすれば、現在お住まいの場所
（居所）で通知カードが受け取れます。

○上記に該当する方は、住民票の住所では通知カードを受け取れなかったり、DVな
どの加害者に受け取られてしまうことが想定されます。

○10月5日（番号法施行日）までに、現在お住まいの場所（居所）の市区町村に「転入」
の届出をすれば、届け出た住所に通知カードを送付しますので、ご検討をお願いし
ます。

　
※DVなどの被害者の方は、転入した市区町村に対して「DV等支援措置」を申し出てください。申し

出により「DV等支援対象者」となった場合には、ご自身の転入先の新しい住所について、加害者
が「住民票の写し」や「戸籍の附票の写し」の請求によって知ろうとしても、この請求を制限する
措置が講じられます。

　
○やむを得ない理由により、現在の住民票の住所で通知カードを受け取れない場合や、

現在お住まいの居所のある市区町村に転入できない場合は、現在お住まいの場所（居
所）を登録し、そこに通知カードを送付することも可能です。

○東日本大震災の被災者やDVなどの被害者の方は、今お住まいの市区町村で個人番
号カードの交付申請をすれば、住民票のある市区町村から個人番号カードを受け取
れます。

9月1日～30日（必着）に、申請書を住民票のある市区町村に郵送または提出し
てください。
申請書には、以下の書類を添付してください。

　・申請者の本人確認書類のコピー
　・居所に居住することを証する書類のコピー
　　例：郵便物、賃貸借契約書など
　・代理人の代理権を証明する書類のコピー（代理人が申請する場合）
　　例：戸籍謄本、委任状
　・代理人の本人確認書類のコピー（代理人が申請する場合）

現在お住まいの場所（居所）を登録する方法

【お問い合わせ】本庁 住民課 住基戸籍係　蕁43－2800（課直通）
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
過
去

１０
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
将
来

の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
「

１０
年
の
後
納
制
度
」
は
、
９
月

３０
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
「
国
民

年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」（
蕁
０

５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０
）ま
た
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

　
　
蕁
３
４
―
１
６
１
６

　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
蕁
０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０

　
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
に

係
る
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。

◆
申
請
で
き
る
方

　
平
成
７
年

１２
月
５
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
。

①
漁
業
者
ま
た
は
漁
業
従
事
者
の
方
。

②
黒
潮
町
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
の
あ

る
方
。

③
１
年
に

９０
日
以
上
、
漁
船
を
使
用
す

る
漁
業
を
営
み（
漁
業
者
）、
ま
た
は

漁
業
者
の
た
め
に
漁
船
を
使
用
し
て

行
う
水
産
動
植
物
の
採
捕
も
し
く
は

養
殖
に
従
事
す
る
方
。

◆
申
請
期
限
　
９
月
４
日（
金
）

　
こ
の
名
簿
登
載
申
請
は
、
平
成

２７
年

９
月
１
日
現
在
の
状
況
に
よ
り
行
い
ま

す
。
他
の
選
挙
時
に
登
録
さ
れ
る
選
挙

人
名
簿
と
違
い
、
今
回
の
登
録
申
請
に

よ
っ
て
の
み
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
、

今
年

１２
月
５
日
に
確
定
し
、来
年

１２
月

４
日
ま
で
こ
の
名
簿
を
も
と
に
選
挙
を

実
施
し
ま
す
。

　
追
加
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
該

当
す
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

◆
申
請
手
続
き

　
町
内
各
漁
協
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、各
漁
協
、
本

庁
選
挙
管
理
委
員
会
、
佐
賀
支
所
地
域

住
民
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
黒
潮
町
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
選
挙
管
理
委
員
会

蕁
４
３
―
２
８
２
５（
直
通
）

　
幡
多
中
央
消
防
組
合
で
は
、
平
成

２８

年
度
採
用
予
定
の
職
員
採
用
資
格
試
験

を
行
い
ま
す
。

◆
職
種
　
消
防
職
１
人
程
度

◆
受
験
資
格
　
昭
和

６３
年
４
月
２
日
か

ら
平
成

１０
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
。
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
。
採

用
後
は
、
幡
多
中
央
消
防
組
合
管
内
に

居
住
し
、
通
勤
可
能
な
方

◆
第
１
次
試
験

　
日
時
　

１０
月

１８
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
８
時

４０
分
集
合

　
会
場
　
四
万
十
市
立
中
村
中
学
校

◆
受
付
期
限
　
９
月

２４
日（
木
）必
着

◆
受
付
時
間
 

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後

５
時

１５
分（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

◆
受
験
申
込
書
設
置
場
所

　
幡
多
中
央
消
防
組
合
消
防
本
部
・
黒

潮
消
防
署
・
黒
潮
町
役
場（
本
庁
・
佐

賀
支
所
）な
ど（
土
、
日
、
祝
日
で
も
受

け
取
り
可
能
）

※
郵
送
に
よ
る
申
込
書
請
求
の
場
合
は
、

封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
し
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信

用
封
筒（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
角
２
封
筒

に
１
２
０
円
切
手
貼
付
の
こ
と
）を

同
封
し
て
左
記
ま
で
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

※
幡
多
中
央
消
防
組
合
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（http://hata-ffa.jp/

）か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
中
央
消
防
組
合
消
防
本
部

　
総
務
課
総
務
係（
中
平
、
山
闢
）

（
〒
７
８
７
―
０
０
１
５ 

四
万
十
市
右

山
７
５
０
―
１
）蕁

３
４
―
５
８
８
１

国
民
年
金
保
険
料
「
１０
年
の
後
納

制
度
」
は
９
月
３０
日
ま
で

平
成
２８
年
度
幡
多
中
央
消
防
組
合

職
員
採
用
資
格
試
験

高
知
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
の
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー
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平
成

２７
年
度
狩
猟
免
許
試
験（
冬
期
）

を
実
施
し
ま
す
。
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
鳥
獣
害
に
お
困
り
の
農
林
業
の
皆

さ
ん
の
受
験
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
狩
猟
免
許
の
種
類

【
第
１
種
銃
猟
免
許
】

装
薬
銃
を
使
用
す
る
猟
法（
空
気
銃

を
使
用
す
る
猟
法
も
で
き
ま
す
）

【
第
２
種
銃
猟
免
許
】

 
空
気
銃
を
使
用
す
る
猟
法

【
わ
な
猟
免
許
】

 
わ
な
を
使
用
す
る
猟
法

◆
試
験
の
日
時
・
会
場

【
第
１
種
・
第
２
種
銃
猟
】

・
１２
月

１２
日（
土
）午
前

１０
時
〜

　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

 （
四
万
十
市
右
山
五
月
町
８
―

２２
）

【
わ
な
猟
】

・
９
月

２７
日（
日
）午
後
１
時
〜

 
四
万
十
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

 （
四
万
十
町
榊
山
町
３
―
７
）

・
１０
月
４
日（
日
）
午
後
１
時
〜

 
宿
毛
市
立
中
央
公
民
館

 （
宿
毛
市
中
央
２
―
７
―
１
４
）

・
１２
月

１３
日（
日
）午
前

１０
時
〜

 
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

◆
受
験
料

①
現
在
、
有
効
な
狩
猟
免
許
を
持
っ
て

い
な
い
方
　
 

　
　
　
５
２
０
０
円

②
一
部
免
除
者
　
 

　
　
３
９
０
０
円

◆
申
請
書
配
布
場
所

 
高
知
県
鳥
獣
対
策
課
、
中
村
地
区
猟

友
会
、
黒
潮
町
役
場

◆
申
請
方
法

 
四
万
十
市
で
受
験
希
望
の
方
は
、
申

請
書
類
を
、

１２
月
２
日（
水
）ま
で
に
、

高
知
県
猟
友
会
・
中
村
地
区
猟
友
会
ま

た
は
、
高
知
県
産
業
振
興
推
進
部
鳥
獣

対
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
そ
れ
以
外
の
方
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県 

産
業
振
興
推
進
部 

鳥
獣
対
策
課

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
９
０
４
２

　
中
村
地
区
猟
友
会（
月
、
木
の
み
）

　
　
蕁
３
４
―
２
１
６
０

　
黒
潮
町
役
場 

佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課

　
林
業
振
興
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
５（
課
直
通
）

◆
参
考

　
高
知
県
猟
友
会
で
は
、
猟
友
会
員
と

猟
友
会
へ
の
加
入
希
望
者
を
対
象
に
予

備
講
習
会
を
試
験
日
の
１
週
間
前（
有

料
・
補
助
あ
り
）に
実
施
し
ま
す
。
申

込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
高
知
県
猟
友

会（
蕁
０
８
８
―
８
５
６
―
６
６
４
１
）

ま
た
は
中
村
地
区
猟
友
会
ま
で
。

　
黒
潮
町
で
は
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る

目
的
で
、
町
内
に
１
年
以
上
在
住
さ
れ

て
い
て
、
平
成

２６
年
９
月
２
日
か
ら
平

成
２７
年
９
月
１
日
ま
で
に
満

８８
歳
に
な

ら
れ
た
方
と
、
平
成

２７
年
９
月
１
日
現

在
で
満

９９
歳
以
上
の
方
に
長
寿
褒
章
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　
給
付
対
象
の
方
に
は
既
に
申
請
書
を

送
付
し
て
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
目
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　○
手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

　 
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
終
生
飼
育

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
改
正
動
物
愛

護
管
理
法（
平
成

２５
年
９
月
１
日
付
）が

施
行
さ
れ
て
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

 
し
か
し
な
が
ら
依
然
と
し
て
動
物
を

捨
て
る
人
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

 
飼
い
猫
や
飼
い
犬
を
最
後
ま
で
愛
情

と
責
任
を
も
っ
て
飼
育
す
る
こ
と
は
、

飼
い
主
の
重
要
な
責
務
で
す
。

 
不
妊
手
術
や
去
勢
手
術
、
ま
た
次
の

飼
い
主
を
見
つ
け
る
な
ど
の
方
法
も
あ

り
ま
す
。

 
捨
て
猫
、
捨
て
犬
を
だ
さ
な
い
た
め

に
も
責
任
を
も
っ
て
、
終
生
飼
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　

 
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
１
係

　
　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）

動
物
は
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
、最

後
ま
で
飼
い
ま
し
ょ
う
！

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

黒
潮
町
長
寿
褒
章
の
お
知
ら
せ
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
８５
歳
で
約

５０
％
の
方
に
何
ら
か
の
認

知
症
状
が
み
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
今
日
、

認
知
症
は
誰
で
も
起
こ
り
う
る
身
近
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
々

の
生
活
の
仕
方
で
改
善
や
予
防
が
で
き

る
こ
と
、
ま
た
上
手
な
接
し
方
で
症
状

が
軽
減
す
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　
多
く
の
改
善
事
例
に
関
わ
り
、
全
国

的
に
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
講
師
を
お
招

き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
 

９
月

１９
日（
土
）

 
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

３０
分
ま
で

◆
場
所
 

大
方
あ
か
つ
き
館

　
　
　
　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

◆
講
演
①
『
認
知
症
は
予
防
で
き
る
！

改
善
で
き
る
！
〜
ま
ず
は
普

段
の
体
調
管
理
か
ら
〜
』

講
師
　
森
本
外
科
・
脳
神
経
外
科
副
院

長
・
看
護
部
長 

金
田
弘
子
さ
ん

◆
講
演
②
『
健
康
長
寿
と
介
護
さ
れ
上

手
の
準
備
〜
上
手
に
老
い
る

た
め
の
自
己
点
検
〜
』

 
講
師
 （

財
）長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 

審
議
役
　
石
黒
秀
喜
さ
ん

○
お
問
い
合
わ
せ

 
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
４
３
―
２
２
４
０（
直
通
）

　
家
族
の
座
談
会
は
、
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
集
ま
り
、
日
々

の
介
護
の
戸
惑
い
、
悩
み
、
喜
び
な
ど
、

互
い
の
思
い
を
分
か
ち
合
う
集
い
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
方
の
思
い
や
体
験
談

な
ど
を
語
り
合
い
、交
流
し
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
 

９
月

１６
日（
水
）

　
午
前

１０
時
〜

１１
時

３０
分

◆
場
所
 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
本
庁
前
）

２
階
　
健
康
研
修
室

○
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
４
３
―
２
２
４
０（
直
通
）

◆
日
時
　
９
月

１３
日（
日
）

 
午
後
１
時
開
場
、
１
時

３０
分
開
始

◆
場
所
 

大
方
あ
か
つ
き
館

　
　
　
　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

◆
参
加
費
　
無
料
、
ど
な
た
で
も
参
加

　
　
　
　
　
で
き
ま
す

◆
内
容

・
「
低
栄
養
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
〜
家
庭
で
出
来
る
予
防
〜

幡
多
福
祉
保
健
所
管
内
栄
養
士
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議

　
竹
本
病
院
管
理
栄
養
士 

吉
井
智
美
さ
ん

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
シ
ー
サ
イ
ド

ホ
ー
ム

 
管
理
栄
養
士
　
谷
口
智
子
さ
ん

・
「
う
つ
病
に
つ
い
て
」

　
聖
ヶ
丘
病
院 

医
師 

三
浦
星
治
さ
ん

◆
主
催
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

◆
後
援
　
四
万
十
市
・
宿
毛
市
・
土
佐

清
水
市
・
黒
潮
町
・
大
月
町
・
三
原
村
・

幡
多
福
祉
保
健
所
・
幡
多
医
師
会
　
　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院 

経
営
企
画
課

 
 
蕁
０
８
８
０
―
６
６
―
２
２
２
２

 
黒
潮
町
役
場
本
庁 

健
康
福
祉
課

 
保
健
衛
生
係

 
 
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

 
保
健
セ
ン
タ
ー

 
 
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

 
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
く
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭

で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、

人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
９
月

１８
日（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

　
上
田
の
口
集
会
所

・
９
月

１８
日（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

　
下
田
の
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

第
２７
回

幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療
公
開
講
座

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

認
知
症
予
防
講
演
会

認
知
症
の
人
を
抱
え
る
家
族
の
座
談
会
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弁
護
士
に
よ
る
「
相
続
と
遺
言
に
つ

い
て
」
の
講
話
と
個
別
相
談（
無
料
）を

開
催
し
ま
す
。

　
亡
く
な
っ
た
後
の
相
続
は
誰
に
な
る

の
か
、
遺
言
は
ど
ん
な
役
割
を
果
た
す

の
か
な
ど
の
基
本
的
な
話
か
ら
、
将
来

的
な
不
安
や
心
配
ご
と
な
ど
の
個
別
相

談
を
無
料（
予
約
制
）で
行
い
ま
す
。

　
個
別
相
談
は
、
相
続
関
係
に
限
ら
ず
、

家
族
問
題
、
財
産
問
題
な
ど
、
弁
護
士

か
ら
の
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め

る
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
良
い
機

会
に
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
日
時
　

１０
月

２８
日（
水
）午
後
１
時
〜

４
時（
予
定
）

◆
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
本
庁

前
）大
ホ
ー
ル

◆
講
師
　
鶴
田
雅
彦
さ
ん（
弁
護
士
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
４
３
―
２
２
４
０（
直
通
）

※
お
申
し
込
み
の
際
に
、
講
話
の
み
の

参
加
か
、
個
別
相
談
も
希
望
す
る
の

か
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
水
産
動
植
物
の
資
源
保
護
を
図
る
た

め
、
漁
業
者
が
漁
業
を
営
む
場
合
お
よ

び
、
漁
業
従
事
者
が
漁
業
者
の
た
め
に

従
事
し
て
行
う
場
合
、
水
産
研
究
を
行

う
場
合
を
除
い
て
は
、「
漁
具
・
漁
法

の
制
限
」
ま
た
「
採
捕
期
間
」「
体
長
制

限
」
が
高
知
県
漁
業
調
整
規
則
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
止
期
間
外
で
あ
っ
て
も
漁
業
協
同

組
合
員
以
外
の
方
は
無
断
で
採
捕
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
違
反
対
象
の
水
産
物
の
所
持
・

販
売
を
す
る
と
同
規
則
に
よ
り
懲
役
や

罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課 

水
産
振
興
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
５（
課
直
通
）

　
高
知
県 

漁
業
振
興
課

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
０
６

「
相
続
と
遺
言
に
つ
い
て
（
講
話
）
」

と
「
個
別
相
談
」
を
開
催
し
ま
す

　
（
出
前
法
律
相
談
）

水
産
動
植
物
の
採
捕
に
つ
い
て

　
（
海
面
漁
業
・
内
水
面
漁
業
）

名　　　称 禁　止　期　間 体長などの制限

いせえび 5月1日～9月15日 殻長13cm以下

とこぶし・あなご 9月1日～翌年3月31日 殻長3cm以下

あわび 9月1日～翌年3月31日 殻長9cm以下

さざえ 9月1日～翌年3月31日

てんぐさ類 9月1日～翌年2月末日

ふのり 10月1日～翌年2月末日

あらめ 10月1日～翌年6月30日

名　　　称 禁　止　期　間 体長などの制限

あ　ゆ
10月15日～12月1日

全長10cm以下
12月31日～翌年5月15日

ます類（あまご・いわなを含む） 8月1日～10月15日 全長10cm以下

全長21cm以下

全長15cm以下

うなぎ 10月1日～翌年3月1日

こ　い 通年

海面漁業

内水面漁業
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次
の
日
程
で
献
血
バ
ス
が
や
っ
て
き

ま
す
。

　
気
軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
バ
ス
で
は
４
０
０
裨

献
血
の
み
で
す
。

献
血
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ１
　
薬
を
服
用
し
て
い
る
と
献
血
で
き

ま
せ
ん
か
？

　
ビ
タ
ミ
ン
剤
や
ご
く
一
般
的
な
胃
腸

薬
な
ど
に
つ
い
て
は
、
内
服
し
て
い
て

も
支
障
あ
り
ま
せ
ん
。
血
圧
の
薬
に
つ

い
て
は
、
内
服
し
て
い
て
も
当
日
の
血

圧
が
よ
け
れ
ば
献
血
で
き
ま
す
。

　
病
気
や
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
、
献
血

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一

度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ2
　
な
ぜ
４
０
０
裨
献
血
を
勧
め
ら
れ

る
の
で
す
か
？

　
輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、

副
作
用（
発
熱
、
発
疹
な
ど
）の
発
生
が

大
幅
に
減
少
し
、
安
全
性
が
向
上
す
る

か
ら
で
す
。（
例
え
ば
８
０
０
裨
の
輸
血

を
行
う
場
合
、
２
０
０
裨
献
血
で
は
４

人
分
必
要
で
す
が
、
４
０
０
裨
献
血
で

は
２
人
分
で
済
む
た
め
。）医
療
機
関
か

ら
の
需
要
も
４
０
０
裨
の
需
要
が
年
々

増
え
て
い
ま
す
。

　○
�お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

 
 
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

　
高
知
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁
０
８
８
―
８
３
３
―
６
６
６
６

　
８
月
号
で
は
、
脱
！
メ
タ
ボ
教
室（
運

動
編
）に
つ
い
て
募
集
し
ま
し
た
が
、今

回
は
栄
養
編
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
運
動
に
引
き
続
き
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・
特
定
健
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導

と
な
っ
た
方

・
栄
養
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

・
食
生
活
を
改
善
し
た
い
が
ど
う
し
た

ら
い
い
か
悩
ん
で
い
る
方
　
な
ど

◆
内
容

・
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導

・
食
生
活
改
善
推
進
委
員
に
よ
る
昼
食

バ
イ
キ
ン
グ

◆
時
間

　
午
前

１０
時
〜
午
後
１
時

◆
参
加
費
　
無
料

◆
申
込
方
法

　
参
加
希
望
日
の

１０
日
前
ま
で
に
、
各

担
当
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
、
早
め
に
受
付

終
了
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 
保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

『
脱
！
メ
タ
ボ
教
室
（
栄
養
編
）
』　
 

始
め
ま
す
！

献
血
バ
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
！

日にち

10月1日（木）

時　間

10：00～12：00

13：00～16：30

実施場所

保健福祉センター（本庁前）

10月2日（金）

09：00～10：30

11：15～12：15

日にち

10月16日（金）

11月2日（月）

平成28年2月5日（金）

時　間

10：00～13：00

場　所

総合センター
（佐賀支所前）

保健福祉センター
（本庁前）

保健福祉センター
（本庁前）

講　師

饌田　佐惠

（栄養士）

内　容

総合センター（佐賀支所前）

JA高知はた佐賀支所前

『脱！メタボ教室（栄養編）』の日程

食事バランスガ
イド
太らない調理方
法
昼食バイキング
など
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黒潮町ケーブルテレビ

9月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373黒潮町議会・高知県議会を生中継!!黒潮町議会・高知県議会を生中継!!

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188
（課直通）

【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間
番組案内

ＩＷＫＮＥＷＳ

おしえて食改さん

黒潮町版健康体操～ロコクロ体操～

行政チャンネル

防災チャンネル

えいちや！知っ得！くろしお町

耳をすまして

図書館どうでしょう

ザ☆黒潮人

お話玉手箱

くろしお☆チルドレン

ＪＣＣ三人娘が行く

サイエンスチャンネル

Kochi on TV!

片さんのFish!おふ

ショップチャンネル

番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

6：00　10：30　15：00　19：30

6：05　10：35　15：05　19：35

6：20　10：50　15：20　19：50

6：30　11：00　15：30　20：00

6：45　11：15　15：45　20：15

6：55　11：25　15：55　20：25

7：05　11：35　16：05　20：35

7：15　11：45　16：15　20：45

7：30　12：00　16：30　21：00

7：35　12：05　16：35　21：05

7：50　12：20　16：50　21：20

8：05　12：35　17：05　21：35

8：15　12：45　17：15　21：45

8：25　12：55　17：25　21：55

8：40　13：10　17：40　22：10

9：40　14：10　18：40　23：10

24：00～6：00

注）放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

◆黒潮町議会　9月定例会
議会日程　9月7日（月）～18日（金）※予定
放送時間　9：00～議会終了まで
再　放　送　①中継翌日　19：00～
　　　　　②9月21日（日）～26日（土）
　　　　　　9：00～・19：00～
※議会運営委員会の結果により、日程は変更となる場合

があります。

◆高知県議会　9月定例会
放　送　日　9月25日（金）・10月1日（木）・
　　　　　2日（金）・5日（月）・6日（火）・
　　　　　15日（木）
放送時間　10：00～議会終了まで　

※高知県議会の再放送は行いません。

　1年以上続けていた「ぐっち隊員がゆく！」のコーナーですが、このたび協力隊

が3人に増えたことで、コーナー名を「くろしお協力隊員がゆく！」に改め、3人で

交代に書くことになりました。

　1回目はこの「広報くろしお」を担当している私、土肥がどんな仕事をしているのかなど少し

お伝えします。僕の仕事は、広報に載せる記事の取材と、毎月1日に広報が配れるように編集

をしたりしています。よく「地域おこし協力隊」って、外に出て地域の人の手伝いをしたりして

いるイメージがあるみたいですが、僕の場合、取材以外はデスクワークです。実はデスクワー

クは人生初めてで、天気がいい日は外に出るのが好きなので、取材の依頼がありましたら喜ん

で伺います。先日は知り合いの方がマグロ漁船で１年間海に出るとのことで、取材も兼ねて見

送りに行ってきました。はじめて見るマグロ漁船に見送り

の雰囲気もとても新鮮で、いい経験ができました。そして

海の男はやっぱりかっこいいなと思いました。仕事はまだ

分からないことばかりですが、取材などで見かけたら気軽

に声をかけてください。

　取材依頼は総務課企画振興係蕁43－2177（直通）にお

願いします。まだ暑い日が続きますが、体調には気を付け

てください。

【今月の担当者】
土肥　創

上川口港から出航するマグロ漁船
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まちの掲示板まちの掲示板

　
全
国
的
に
漁
獲
量
の
減
少
が
続
い
て

い
る
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
を
平
成

２６
年
に
国

際
自
然
保
護
連
合
が
絶
滅
危
惧
種
に
指

定
し
ま
し
た
。

　
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
を
保
護
す
る
た
め
、

昨
年
に
引
き
続
き
県
内
の
す
べ
て
の
河

川
や
湖
な
ど
の
内
水
面
で
、

１０
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
間
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

を
採
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
全
長

２１
㎝
以
下
の
ウ
ナ
ギ
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
周
年
に
わ
た
り
採
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
悪

質
な
違
反
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
資
源
回
復
に
向
け
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
高
知
県
漁
業
管
理
課

蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
０
８

　
１０
月
１
日
〜
７
日
は
「
公
証
週
間
」

で
す
。「
公
証
制
度
」
と
は
、
皆
さ
ん
が

不
動
産
の
売
買
・
金
銭
の
貸
し
借
り
な

ど
の
重
要
な
契
約
を
交
わ
し
た
り
、
遺

言
を
さ
れ
た
り
す
る
際
、
法
務
大
臣
の

任
命
す
る
「
公
証
人
」
に
依
頼
し
て
、法

的
に
特
別
の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い

る
文
書（
公
正
証
書
）を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
り
、
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
、

取
引
や
財
産
の
安
全
確
保
を
図
る
制
度

で
す
。
公
証
週
間
中
は
、
土
曜
日
も
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
無
料
公
証
相
談
　
四
万
十
会
場
】

日
時
　

１０
月
３
日（
土
）

午
前

１０
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
中
村
公
証
役
場

（
四
万
十
市
大
橋
通
６
丁
目
３
―
７
　

第
１
と
ら
や
ビ
ル
４
階
）

※
事
前
予
約
制
。
電
話
に
よ
る
相
談
は

で
き
ま
せ
ん
。

 
 
 

中
村
公
証
役
場

蕁
３
４
―
１
７
２
８

　
高
知
大
学
医
学
部
の
講
師
・
野
田
智

洋
さ
ん
を
招
き
、
親
子
運
動
遊
び
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　
親
子
で
楽
し
く
運
動
遊
び
を
す
る
な

か
で
、
多
様
な
動
き
を
身
に
付
け
る
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
教
室
を
通
し
て
体

の
動
か
し
方
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か
？

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　

１１
月

１５
日（
日
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜

１１
時

　
　
　（
９
時

４５
分
受
付
）

場
所
　
四
万
十
町
窪
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館

対
象
　
幼
児（
３
歳
〜
小
学
校
入
学
前
）

と
そ
の
保
護
者
 

※
先
着

３０
組

　
親
子
で
行
う
活
動
で
す
の
で
、
お
子

さ
ん
お
１
人
に
つ
き
保
護
者
１
人
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
に
よ
る
お
申
し
込
み
も
可
）。
申

込
用
紙
は
ス
ポ
ー
ツ
健
康
教
育
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

申
込
期
限
　

１０
月

３０
日（
金
）

http://w
w

w
.pref.kochi.lg.jp/soshiki/

310501/aiiku.htm
l

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ

ー
ツ
健
康
教
育
課（
川
上
）

蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
９
２
９

　
　
蕭
０
８
８
―
８
２
１
―
４
８
４
９

お
し
ら
せ

問

問

問

守
ろ
う
！
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

相
　

談

ご
存
じ
で
す
か
　
公
証
制
度

募
　

集

親
子
運
動
遊
び
教
室

申
・
問

平成27年度県立中村高等技術学校

住宅リフォーム科
後期訓練生の募集

願書受付期限：9月24日（木）
試　験　日：10月2日（金）
試験科目：適性検査、面接
合格発表：10月7日（水）
※遠隔地の方は、寮（男性）もあります。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

　  〒787－0019 四万十市具同5179
　  高知県立中村高等技術学校
　  蕁37－2723
HP：http://www.pref.lg.jp/soshiki/151305

募集訓練科名 住宅リフォーム科（後期）

応募資格

訓練機関
6カ月

（10月19日～平成28年3月18日）

中学卒業以上、65歳以下の
方（平成27年4月1日現在）
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先
月
の
広
報
に
掲
載
し
た
、
黒
潮
町

佐
賀
出
身
の
力
士
・
濱
町
明
太
郎
さ
ん

が
７
月

２４
日
、
名
古
屋
場
所
を
７
戦
全

勝
し
見
事
に
序
ノ
口
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

　
最
後
の
取
り
組
み
で
は
、
尊
敬
す
る

佐
ノ
山
親
方（
元
・
大
関
　
千
代
大
海
）

譲
り
の
突
き
２
発
で
、
東
序
二
段

９４
枚

目
・
美
浜
海
を
土
俵
の
外
に
突
き
飛
ば

し
ま
し
た
。

　
持
ち
味
の
前
に
前
に
で
る
突
き
押
し

相
撲
が
よ
く
見
ら
れ
、
初
の
タ
イ
ト
ル

を
獲
得
し
た
濱
町
力
士
。
取
組
後
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
目
標
は
２
年
で
十
両

に
上
が
る
こ
と
だ
と
掲
げ
ま
し
た
。

　
次
回
９
月
、
東
京
、
両
国
国
技
館
で

行
わ
れ
る
秋
場
所
で
は
、
さ
ら
な
る
健

闘
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　
７
月

１２
日
、
春
野
陸
上
競
技
場
に
て

「
日
清
食
品
カ
ッ
プ
・
第

３１
回
全
国
小

学
生
陸
上
交
流
大
会
高
知
県
選
考
会
」

が
開
催
さ
れ
、
県
下
か
ら
男
女
約
６
５

０
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
か
ら
も
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ（

１８
人
）

が
参
加
し
、
惜
し
く
も
全
国
大
会
へ
の

切
符
は
逃
し
ま
し
た
が
、
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

【
６
年
男
子
１
０
０
ｍ
】

　
田
邊
永
遠（
上
川
口
小
）

　
２
位
・
記
録

１３
秒

３３

【
５
・
６
年
女
子
走
高
跳
】
　

　
山
闢
未
怜（
入
野
小
）
　

　
　
３
位
・
記
録
１
ｍ

２０

　
中
村
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
、
８

月
２
日
、
中
村
南
小
学
校
で
サ
ッ
カ
ー

教
室
を
開
催
。
幡
多
地
域
の
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
小
学
校
３
・
４
年

生
約

５０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
中
村
ク
ラ
ブ
は
、
四
万
十
市
や
黒
潮

町
な
ど
幡
多
地
域
在
住
・
出
身
の
選
手

が
中
心
の
社
会
人
チ
ー
ム
で
、
昨
年
四

国
リ
ー
グ
入
り
。
ホ
ー
ム
戦
で
エ
ス
コ

ー
ト
キ
ッ
ズ
を
務
め
る
子
ど
も
た
ち
に

お
返
し
し
た
い
と
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
を

企
画
。
パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
を
使
っ
た
ゲ

ー
ム
や
試
合
形
式
の
練
習
で
楽
し
く
体

を
動
か
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
児
童
は
「
選
手
に
周
り
を

見
る
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
他
の
チ
ー
ム

と
一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
　

　

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
発
生
時
に
、

機
動
性
の
高
い
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
利

用
す
る
と
想
定
し
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
ら
と
連
携
し
た
防
災
イ
ベ
ン

ト
「
ス
ポ
ー
ツ
レ
ス
キ
ュ
ー
」
が
、
７

月
１９
日
に
高
知
県
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
広
島
、
岡
山
、
神
奈
川
、
福
島
、
鹿

児
島
な
ど
か
ら

１１
人
が
オ
ー
ト
バ
イ
や

車
で
参
加
。
時
折
激
し
く
雨
が
降
る
中
、

高
知
市
と
須
崎
市
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
を
通
過
し
、
午
後
２
時
ま
で
に
全
員

が
ゴ
ー
ル
地
点
の
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン

タ
ー
へ
到
着
し
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
主
催
し
た
一
般
社
団
法
人
Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｔ 

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ａ

Ｌ
の
片
山
敬
済
理
事
長
が
、
参
加
者
に

完
走
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

まちの掲示板まちの掲示板

濱
町
明
太
郎
さ
ん
序
ノ
口
優
勝
！

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

日
清
食
品
カ
ッ
プ
・
第
３１
回
全
国
小
学
生

陸
上
交
流
大
会
高
知
県
選
考
会

中
村
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
　

少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

災
害
時
に
は
バ
イ
ク
で
被
災
地
へ

ス
ポ
ー
ツ
レ
ス
キ
ュ
ー
２
０
１
５

9月20日と10月4日は、中村クラブが土佐
西南大規模公園・大方球技場で対戦します。
ぜひ会場で応援をお願いします。

雨の中、全国各地からオートバイや車で到着し
た参加者たち。イベント終了後は、地元の関係者
と交流会を行いました。
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※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。
※平日夜間（午後6時～9時）は、夜間初期救急対応（内科）・四万十市急患センター（四万十市立市民病院西棟）蕁34－2399へ
　電話相談または受診してください。

月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

佐々木整形外科 蕁34－7177

幡多病院 蕁34－6211

さたけ小児科 蕁37－2255

宿毛市　（0880）

幡多けんみん病院 蕁66－2222

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

川村内科クリニック 蕁66－2911

筒井病院 蕁66－0013

四万十町　（0880）

大西病院 蕁22－1191

くぼかわ病院 蕁22－1111

【診療時間】午前9時～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　7月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111（直通）
医師の都合により変更となる場合がありますので、予約外の方は事前にお電話でご確認ください。

日 土月 火 水 木 金

1 41 2 1 2 3
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 月 伊与喜出張診療 外来診療 外来診療（6時まで） 外来診療

5 116 7 8 9 10
午前 日 外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 外来診療 伊与喜出張診療 外来診療 外来診療 外来診療�

12 1813 14 15 16 17
午前 日 外来診療 外来診療 外来診療（11時30分まで） 外来診療 金
午後 日 月 伊与喜出張診療 外来診療 外来診療（6時まで） 外来診療

19 2520 21 22 23 24
午前 日 外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 月 鈴出張診療 外来診療 外来診療（6時まで） 外来診療

26 3027 28 29 30 31
午前 日 外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 月 鈴出張診療 外来診療 外来診療 外来診療

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

ふれあい人権・同和教育学習会① 佐賀町民館 19：30 佐賀町民館� 蕁55－2108
11（金）

黒潮町職員採用資格試験申込受付期限 役場本庁2階 17：15 行政人事係� 蕁43－2112

7（月） 黒潮町議会 9月定例会（～18日） 役場本庁3階議事堂 9：00 議会事務局� 蕁43－2831

10/3（土） 第10回黒潮町民大学 ①山田正人さん 大方あかつき館 19：00 生涯学習係� 蕁55－3190

10（土） 黒潮カップ少年サッカー大会（～11日） 西南大規模公園（東公園） 9：30 生涯学習係� 蕁55－3190

上田の口集会所 10：00
人権啓発係� 蕁43－2800

下田の口コミュニティーセンター 13：00
18（金） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談所

9/20（日）

四万十市立市民病院 蕁34－2126 大井田病院 蕁63－210110/4（日）

山下整形外科 蕁34－0511 幡多けんみん病院 蕁63－222211（日）

大野内科 蕁37－5281 聖ヶ丘病院 蕁63－214612（月）

21（月）

22（火）

23（水）

小原外科胃腸科 蕁35－0108 奥谷整形外科 蕁63－120227（日）

黒潮町イベントカレンダー 2015（平成27）年9月

まちづくりマーケットプロジェクト
� 蕁090－2786－3702

幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方） 9：0013（日）

人権啓発係� 蕁43－2800

商工観光係� 蕁43－2113
無料弁護士相談会 総合センター 13：009/1（火）

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。
※平日夜間（午後6時～9時）は、夜間初期救急対応（内科）・四万十市急患センター（四万十市立市民病院西棟）蕁34－2399へ
　電話相談または受診してください。

■当直医療機関
月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

大野内科 蕁37－5281

小原外科胃腸科 蕁35－0108

四万十市立市民病院 蕁34－2126

山下整形外科 蕁35－0511

宿毛市（0880）

清谷医院 蕁63－2302

いなげ胃腸科内科 蕁62－1113

筒井病院 蕁66－0013

大井田病院 蕁63－2101

川村内科クリニック 蕁66－2911

四万十町（0880）

大西病院 蕁22－1191

くぼかわ病院 蕁22－1111

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

16（土） 母の日の集い・研修会� 保健福祉センター 9：30 生涯学習係� 蕁55－3190

28（木） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談所 総合センター 13：00 人権啓発係� 蕁43－2800

5/2（土） 第27回Tシャツアート展（～7日） 入野の浜
（2日 13：00）
8：00 NPO砂浜美術館�蕁43－4915

5/17（日）

24（日）

31（日）

6/7（日）

14（日）

カツオと鯉のぼり川渡しフェスティバル 坂折地区 伊予木川周辺 10：00 坂折区長（大谷）�蕁55－3307

まちづくりマーケットプロジェクト
� 蕁090－2786－3702

幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方） 9：00

3（日）

3（日）

人権啓発係� 蕁43－2800心配ごと・困りごと、人権・行政相談所
加持本村集会所、
奥湊川老人憩の家

10：008（金）

生涯学習係� 蕁55－3190
第30回高知大方シーサイド
はだしマラソン全国大会

入野海岸・鞭海岸 10：30

■当直医療機関

変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。　（青字＝町外で開催される行事）

米� 2合
濃口しょうゆ� 大さじ2/3
鶏ミンチ� 50g
にんじん� 45g
乾燥ひじき� 9g
サラダ油� 小さじ1/2

　　酒　　小さじ1
　　砂糖　大さじ1
　　濃口しょうゆ
　　　　　大さじ1

●材料（4人分）● 〔作り方〕
①米を洗う。
②炊飯器に洗ったお米と水、濃
口しょうゆを加えて炊飯する。

③乾燥ひじきは水で戻して、ザ
ルで水けを切っておく。にん
じんを食べやすい大きさに切
る。

④鍋にサラダ油を熱し、鶏ミン
チ・にんじん・ひじきを入れ
て炒め、Aの調味料で味を付
ける。

⑤炊き上がったごはんに、④で
味付けした具を加えて混ぜ合
わせる。

9月15日はひじきの日です。
ひじきは普段不足しがちなカ
ルシウム・鉄分・食物繊維がた
っぷり含まれています。

○お問い合わせ
　大方学校給食センター　蕁31－3201（直通）
　佐賀学校給食センター　蕁55－2166（直通）

ひじきごはん

A
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○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

店　　名
自　宅

大方設備センター
クロシオライフラインサービス
中村住設大方営業所
野 村 企 画 設 備
平 野 住 設
前 田 電 工

43－1420
43－3075
34－3621
43－4665
44－1513
43－1149

43－1483

43－2061

44－1117
43－1546

入野769
入野1769
出口372－2
田野浦1593
伊田2100
入野1574

吉 本 水 道
拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

電話番号

事務所 自　宅

43－2024
55－7371
55－2316
55－2133
55－2121
55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

下田の口822－174
拳ノ川1781
佐賀2773
伊与喜43－5
佐賀1990
佐賀2988

月

9

10

日
14～20
21～27
28～30
1～4
05～11
11～18

大 方 地 域 佐 賀 地 域
前 田 電 工
大方設備センター
吉 本 水 道
吉 本 水 道
中村住設大方営業所
前 田 電 工

平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備
野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設

谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

蕁
５
５
―
３
１
５
０（
直
通
）

9月
日 月 火 水 木 金 土
1 1 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

1

13 14 15 16 17 18 19
20 21

★文学館は9月21日（月）・22日（火）は開館します。

22 23 24 25 26
27 28 29 30 27 28 29

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●まったなし　　　　　　　　　　　　　　　畠中　　恵／著
●ゆらやみ　　　　　　　　　　　　　　　　あさのあつこ／著
●啓火心　　　　　　　　　　　　　　　　　日明　　恩／著
●まずは、からだを整える�
●１００%得をするふるさと納税生活　　　　金森　重樹／著
●ディズニーに行く前に知っておくと得する６６の知恵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みっこ／著
●薬いらずで愛犬の病気は治る　　　　　　　宿南　　章／著
●魔法の豆腐クリームレシピ　　　　　　　　井出　杏海／著
●おじいちゃんが孫に語る戦争　　　　　　　田原総一郎／著
●これはなんのようちゅうかな�  

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

特
別
企
画
展

『
あ
つ
よ
し
の
夏
』

〜
四
万
十
川
の
作
家
・
笹
山
久
三
〜

期
間 

９
月
３０
日
貉
ま
で

会
場 

上
林
暁
文
学
館

　
　 

（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
）

期
間 

９
月
３０
日
貉
ま
で

同
時
開
催

『
四
万
十
の
四
季
』

本
田
祐
造
写
真
展

『
う
ず
も
れ
た
名
作
を
と
ど
け
た
く
て
』

第
１
回
文
学
講
座

講
師
　
島
田
潤
一
郎
さ
ん（
夏
葉
社
）

日
時
　
１０
月
１７
日（
土
）２
時
３０
分
〜
５
時

会
場
　
大
方
あ
か
つ
き
館

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 1 2 1 2 3
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
だ
ん
だ
ん
空
も
高
く
な
り
、
秋
を
感

じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
日
中

は
残
暑
も
厳
し
く
、
朝
夕
と
の
気
温
差

も
あ
り
体
調
を
崩
し
や
す
い
で
す
。
夏

の
疲
れ
も
出
る
時
期
で
す
。
体
調
管
理

に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
　
　

★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
１
日（
火
）シ
ャ
ボ
ン
玉
・
水
遊
び

・
８
日（
火
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１５
日（
火
）お
庭
で
遊
ぼ
う

・
２９
日（
火
）お
庭
で
遊
ぼ
う

　
場
所
　
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室
　

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
３
日（
木
）シ
ャ
ボ
ン
玉
・
水
遊
び

・
１０
日（
木
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
２４
日（
木
）誕
生
会

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
６
回『
子
育
て
講
座
』

・
１７
日（
木
）午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

　
場
所
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
内
容
　「
子
ど
も
を
守
る
防
災
第
一
歩
」

　
講
師
　
伊
藤
創
平
先
生

　
　
　
　（
太
平
洋
学
園
高
等
学
校
講
師
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

9
月
の
予
定

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

宮川　乃庵くん
〈平成24年6月16日生まれ〉

の あん

岡本　虹琥くん
〈平成26年12月9日生まれ〉

兄弟仲良くね。
〈お母さんより〉

こに

明智　子明くん
〈平成26年9月10日生まれ〉

元気にすくすくそだって
ね！！
〈お父さん・お母さんより〉

尾闢　碧空くん
〈平成26年11月28日生まれ〉

お姉ちゃんたちと仲良く
すくすく育ってね。
〈父さん・母さんより〉

らそ し めい

浜田　　暖くん
〈平成26年7月28日生まれ〉

元気に大きく育ってくださ
い。　　　〈ママ・パパより〉

元気でやさしい男の子に
なってください。

　　〈祖母より〉

だん

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

貸したい！ 売りたい！ 空き家を紹介してください
　黒潮町は幡多でくらし隊の協力を得て、賃貸・売買希望の空き
家を探しています。空き家情報の一部を黒潮町のＨＰで紹介し、
移住を希望している方など空き家を探している方に空き家情報を
提供しています。家を貸したり、売ってもよいという方はぜひご
相談ください。

【お問い合わせ】
  幡多でくらし隊（担当・石川公英）　蕁44－1211
  本庁 総務課 企画振興係　　　　　　蕁43－2177（直通）
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